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会

見
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日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

唱

一ニ月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
一環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
緑
一
た
が
、
そ
の
結
果
、
段
終
日
の
一つ
い
て
は
、
所
管
の
各
常
任
委
二

泊

竹

筒

内

情

げ

旬

初

引

2
n
幻

沢

甲
府
市
新
総
合
計
画
の
基
本
権
一化
の
推
進
及
び
樹
木
の
保
存
に
一
三
f
円
の
本
会
議
に
お
い

τ全
一員
会
に
、
ま
た
刑
務
所
跡
地
側
一

一

月

想
は
、
目
標
年
次
を
昭
和
六
十
一閃
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
一
員
異
議
な
く
当
局
版
策
の
と
お
一発
事
業
会
計
補
正
予
算
二
件
、

二

3

二
年
と
し
て
十
カ
年
に
到
越
す
一長
期
不
況
と
大
型
庖
進
出
に
伴
一
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
甲
府
刑
務
所
移
転
の
た
め
の
財
一
「
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
a
-
-
51
1
1
1
1
1
1
1
st
i
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
，l
i
l
i
a
-
-
'

る
都
市
保
を
「
う
る
お
い
の
心
一
い
経
営
不
安
在
生
じ
て
い
る
小
一
ま
た
附
利
冗
|
二
年
度
側
係
一産
の
取
得
及
び
処
分
一
件
に
つ
一議
が
集
中
し
ま
し
た
。

一モ
れ
ぞ
れ
当
局
原
案
の
と
お
り
一
る
こ
と
を
決
め
、
一
胆
用
確
保
一

で
む
す
ぷ
私
た
ち
の
ま
ち
・
甲
一小
企
業
対
策
と
し
て
、
貸
付
限
一
で
は
、

-
般
会
計
及
び
商
業
宵
向
い
て
は
、
刑
務
所
移
転
促
進
に
一

ま
た
本
定
例
会
円
以
終
日
に
、

一可
決
し
、
人
事
案
件
は
、
収
入
亡
並
び
に
「
国
有
林
経
営
の
縦
一
司

i
副
l
M

府
」
と
設
号
、

ζ

れ
を
実
現
一度
額
の
引
上
げ
及
び
経
済
変
動
一
等
学
校
移
転
昔
、
交
通
災
苫
一閃
す
る
調
査
特
別
蚕
員
会
に
、

一学
校
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
一役
に
保
坂
呂
新
氏
を
選
任
す
る
↑
小
反
対
」
に
関
す
る
意
見
苫
を

7
?τ
品
恥

す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
の
大
一に
対
す
る
利
子
補
給
な
ど
、
主
葉
山
、
病
院
、
ト
水
道
、
水
道
一そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
、
特
別
委
一正
及
び
昭
和
五
十
二
年
度
一
般
一E
と
に
同
意
し
、
人
権
擁
護
主
内
閣
誕
理
大
医
ほ
か
各
関
係
大
一
静
品

広

応

部

綱
を
定
め
、
本
市
の
総
合
的
、

一金
の
円
前
な
融
通
告
図
る
た
め
一の
各
事
業
会
計
の
補
正
予
算
六
百
会
は
十
五
日
、
常
任
委
員
会
一会
計
並
ぴ
に
農
業
共
済
事
業
会
一員
候
補
者
に
新
野
民
次
郎
氏
を
一
臣
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
、
一

d
E
議
場
百

計
画
的
な
行
政
運
笛
を
図
ろ
う
一の
金
融
対
策
を
強
化
し
よ
う
と
一件
、
さ
ら
に
職
員
退
職
手
当
支
一は
十
六
日
に
委
員
会
審
査
が
行
一計
の
各
補
正
予
算
、
収
入
役
の
一議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
諮
一
す
べ
て
の
議
事
を
終
了
し
ま
し
一
民
団

ほ

と
す
る
も
の
で
す
。

一す
る
も
の
な
ど
が
主
な
も
の
で
一給
条
例
改
正
一
件
、
大
津
鎌
田
一わ
れ
、
い
ず
れ
も
十
七
日
の
本
一選
任
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
一聞

を

決

め

ま

し

た

。

一

た

。

一

ま
た
附
和
五
十
三
年
度
甲
府
一す。

一川
幹
線
下
水
道
管
布
設
工
事
等
一会
議
で
当
局
原
案
の
と
お
り
興
一推
隠
の
人
事
案
件
な
ど
五
件
が
一

な
お
任
期
満
了
に
伴
う
金
峰
一

市
一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会
一
議
会
で
は
、

ιれ
ら
の
重
要
-請
負
契
約
の
締
結
二
件
、
住
吉
一議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

一追
加
問
提
案
さ
れ
、
学
校
駁
員
の
一前
山
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
一

計
予
算
は
、
長
び
く
不
況
に
よ
一議
集
を
密
托
す
る
た
め
に
基
本
一
幹
線

F
水
道
布
設
工
事
申
請
一

今
日
融
会
で
の
一
般
質
問
で
は
一給
与
条
例
の
一
部
改
正
及
び
乙
一議

会

議

員

の

選

挙

は

、

指

名

推

一

収

入

役

に

保

坂

昌

新

氏

を

同

意

り
財
政
事
情
は
極
め
て
厳
し
い
一
構
想
並
び
に
条
例
、
予
算
両
特
一
負
契
約
の
愛
夏
契
約
締
結
二
件
一十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
三
れ
に
関
連
す
る
昭
和
五
十
二
年
一選
に
よ
り
、
一
ユ
名
が
当
選
し
ま
一

中
で
も
、
新
総
合
計
画
の
基
本
一別
委
員
会
を
三
月
十
五
日
に
設
一市
道
路
線
の
認
定
六
件
、
大
津
一日
間
に
わ
た
っ
て
五
議
員
が
各
一度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
二
案
一し

た

。

一

一

一

一

一

一

一

一
三
月
三
十
一
日
付
を
も
っ
て
一っ
て
同
窓
す
る
こ
と
に
決
定
し

目
標
を
展
望
し
な
が
ら
中
期
市
一世
し
、
二
寸
日
か
ら
ニ
イ
九
日
一
終
末
処
理
場
汚
泥
処
理
施
設
用
一党
派
を
代
表
し
て
行
い
、
長
期
一に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で
、

一

さ

ら

に

同

日

、

国

民

体

育

大

一

一

政
執
行
方
針
の
総
括
苦
行
う
と
一
ま
で
活
発
な
得
議
を
行
い
ま
し
一地
の
財
雲
取
得
-
何
な
ど
に
一総
合
計
画
、
予
算
の
内
容
、
不
一町
民
業
共
済
事
業
会
計
百
正
予
算

zzaの
誘
致
に
関
す
る
決
一
辺
験
す
る
収
入
役
功
刀
益
雄
氏
一
ま
し
た
。

E

-

一f

有

一

一
の
呂
田
と
し
て
、
保
坂
目
新
氏
一
(
保
坂
口
新
氏
の
鮪
雌
)

と

を

前

提

に

お

い

て

、

昨

年

に

況

対

策

、

教

育

行

政

な

ど

に

論

一に
つ
い
て
は
全
員
異
議
な
く
、

一議
を
行
い
、
県
知
事
に
提
出
す
一

一

-

-

一
を
選
任
し
た
い
旨
の
議
案
が
市
一
衛
当
課
長
、
病
院
官
務
防
長

引
き
警
c
重

点

施

策

を

「

福

祉

長

か

ら

提

出

さ

れ

、

一

一

月

二

一十
一民
生
部
長
、
経
済
市
長
、
市
長

の
向
上
」
「
教
育

文

化

の

振

興

日

の

本

会
議
で
全
会
一
致
を
も
一室
長
吾
歴
任
、
“
ー
一一7
3
0

」

一
生
活
環
境
の
整
備
」
「
時

業
の
娠
間
関
と
都
市
滋
般
の
路
側

」
と
し
、
さ
ら
に
闘
が
以
気
母

場
策
で
、
例
年
に
な
い
臨
時
異

例
の
措
置
と
し
て
、
大
型
公
共

醜
業
費
の

m大
を
図
っ
た
の
で

本
市
に
お
い
て
も
関
連
の
郁
業

鼠
を
伸
ば
し
、
市
民
の
生
活
環

境
水
酸
を
こ
の
機
会
に
特
に
向

め
る
指
慌
を
講
じ
、

-
般
会
計

各
特
別
会
計
総
徹
三
丙
八
卜
じ

侶
円
を
越
え
る
予
算
と
な
っ

長

期

総

合

計

画

と
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三
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
十
日
に
招
集
さ
れ
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
新
総
合
計
画
の
基
本
構
想
設

定
、
国
民
健
康
保
険
改
定
条
例
等
二
十
一
件
、
昭
和
五
十
三
年
度
予
算
十
件
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
昭
和
五
十
二
年
度
補
正
予
算
十
件
、
市
道
路
線
の
認
定
等
十
三
件
、
収
入
役
の
選
任
等
人
事
案
件
二
件

の
計
五
十
六
件
を
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
@
ま
た
金
峰
前
山
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
議
会

議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
を
行
い
、
さ
ら
に
決
世
間
一
件
、
意
見
密
二
件
の
提
出
を
決
め
、
三
月
三
十

日
に
、
二
十
一

日
間
に
わ
た
る
会
期
を
終
わ
っ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

定例3月

日程

閉会

五
十
三
年
度
予
算
決
ま
る

3月定例会

一一議
一一一一一世時
一年
品
川一
筋
一一……
淀
川

金

峰

前

山

保

護

組

合

議

員

を

選

挙

一場協

一一

甲
府
市

・
山
烈
山

・
牧
丘
町
一山
ー
か
ら
議
ハ
同
が
選
挙
を
行
う
も

'会

一

一

一

一

で
組
織
し
て
い
る
金
曲
目
川
山
忠
一の
で
、
次
の
氏
が
選
ば
れ
ま

一本

一

二
月
臨
時
金
時
二
月
二
日
廷
に
対
応
す
る
ま
蓄
の
補
正
一き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
一
賜
限
引
財
傾
向
造
組
合
議
員
の
一し
た
。

一
三
と
一
言
の
一
百
聞
に
開
か
れ
ま
一
で
あ
り
、
当
局
原
案
の
と
お
り
?財
政
事
情
の
実
態
と
、

税
率
引
一
選
挙
が
、
三
月
一一
千
日
の
本
A
E
一

上
品
川
前
米
山
今
日
朝

9
1

一例

τた
。
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
一
可
決
し
ま
し
た
。
一
き
上
げ
の
理
由
を
よ
く
説
明
一
議
で
行
わ
れ
ま
し
た
ω

乙
の
議
一

i
市

山

町

阪

川

市

川

広

一
z
一九
千
八
百
一
万
八
千
円
の
-
般
一
了
、
市
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
-
員
は
、
千
代
田
地
区
の
目
民
の
一
ト
伯
郡
町
久
保
川
台
以
氏

-
!
一会
計
純
正
予
算
案
、
三
億
二

四
月
臨
時
金
は
、
四
月
十
四
一
に
す
る
E
と
。
ま
た
、
地
代
、
一

i
一
月
一
千
三
百
九
十
五
万
円
の
下
水
道
一
日
に
凶
か
れ
ま
し
た
。
市
長
か
一家

賃

、

土

地

価

格

等

に

震

を

一

人
権

擁

護

委

員

候

補

者

を

推

薦

3
一事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、
一
ら
旧
提
出
さ
れ
た
甲
府
市
市
税
条
一及
ぼ
さ
な
い
よ
う
行
政
指
導
を
一

一市
立
病
院
使
用
料
等
徴
収
条
例
-
例
の
)
部
改
正
と
甲
府
市
特
別
一的

確

に

行

う

こ

と

、

を

強

く

要

一

-

の
一
部
改
正
に
凶
す
る
専
決
笠
土
地
保
有
税
審
議
会
条
例
制
定
一望
し
こ
築
と
も
当
局
原
擦
の
と
一

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
辞
駿
一れ
た
新
野
康
次
郎
氏
(
丸
の
内

分
、
土
地
改
良
事
業
の
施
行
の
一の
二
集
を
審
駿
し
ま
し
た
。
旦
お
り
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
一し
た
、
人
権
擁
護
委
員

・
磁
部
一
一
丁
目
山
烈
県
弁
護
士
会
会

四
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
盈
府
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
乏
し
た
。

一東
太
郎
氏
の
後
任
と
し
て
、
市
一長
)
を
、
全
員
異
議
な
く
推
薦

H
F算
は
、
国
の
録
気
浮
錫
対
一う

ち

、

都

市

計

画

税

の

税

率

引

長

か

ら

議

会

の

意

見

を

求

め

ら

一す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

都
市
計
画
税
引
き
上
げ
で
論
議



~

雇

用

確

保

に

関

す

る

意

見

書

国

有

林

経

営

の

一

一
内
伯
郡
府
立
h
h
M
リ
ー
持
川
河
川
む
吋
縮
小
反
対
に
関
す
る
意
見
書
一

一

一

一

業

の

特

に

多

い

本

県

で

は

、

年

度

末

を

控

え

て

今

日

、

日

本

の

林

業

は

外

HM明
の
輸
入
増
加
や
、
労
働
力
一

間
国
泊
五
十
二

良
壱
、
五
十
七
年
中
央
逝
閲
通
一
う
図
.
県
-
こ
」
強
く
要
望
し
て
い
二
.
.
.
.
白
}

t

j

一

f

一
'
・
・
・
圃
的
危
績
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
お
り
ま
す
。

に
あ
わ
せ
て
施
行
す
る
の
か
ど
↑
る
が
現
実
の
問
題
と
し
て
宅
地
一

・
ヨ
週
圃

一

一

一

-
こ
の
よ
う
に
多
数
の
失
業
者
が
発
生
し
、
雇
言
う
ま
で
も
な
く
森
林
の
果
た
す
役
割
り
は
木
材
を
供

一

う

か

。

一

が

細

分

化

し

、

民

収

方

式

の

街

二

国

E
園
用
の
横
会
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
状
況
に
鐙
給
す
る
の
み
で
な
く
、
治
山
治
水
機
能
を
有
し
、
人
々
の

…

ま
た
五
十
二
号
線
沿
線
は
述
一
路
事
業
で
は
、
な
か
な
か
困
難
一
-
・
み
、
と
れ
が
打
開
の
た
め
に
は
的
確
な
雇
用
失
怒
ら
し
と
密
接
な
関
係
書
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
国
政

一

物
が
密
集
し
て
い
る
の
で
区
一
幽
一
な
乙
と
も
事
実
で
あ
る
。
一
…
・
・
園
業
対
策
を
講
じ
、
鹿
周
の
安
定
を
悶
る
乙
と
が
府
は
、
国
有
林
の
財
政
悪
化
を
理
由
に
営
林
署
の
機
構
を

一

整
理
で
行
う
用
窓
が
あ
る
か
ど
一
し
た
が
っ
て
、
面
的
需
の
二
司
副
緊
急
か
っ
国
民
的
課
題
で
あ
る
と
確
信
す
る
も
縮
小
し
、
林
業
経
営
の
蓄
を
の
り
切
ろ
う
と
し
て
お
り

.

う

か

。

一

手

法

も

当

然

考

え

な

け

れ

ば

な

一一

・

・

闘

の

で

あ

り

ま

す

。

ま

す

。

一

答
旧
二
高
入
口
よ
り
以
西
一
ら
な
い
の
で
、
県
と
十
分
協
議
一
一
圃
・
・
よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
、
政
府
及
び
関
係
機
こ
の
よ
う
な
政
府
の
室
町
で
は
問
自
林
は
ま
ず
ま
ず
荒
一

の
道
路
は
極
め
て
狭
院
で
あ
り
一
を
行
い
一
日
も
早
く
ζ

の
交
通
一
二
.

.

 

闘
に
対
し
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
鹿
用
創
出
廃
し
、
挫
か
な
森
林
に
育
て
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
る
ば
一

市
街
地
で
も
肢
も
交
通
渋
滞
の
一
渋
滞
の
解
消
に
向
け
て
努
力
し
一
，
・
ヨ
現
副

一

一

'

岡

宮

嗣

事

業

の

実

施

を

促

進

す

る

た

め

、

こ

れ

が

趣

旨

か

り

で

す

。

一

著

し

い

路

線

で

あ

る

の

で

何

と

ぞ

い

き

た

い

。

一

~
'
E
に
基
づ
く
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
臨
時
雇
用
よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
、
同
有
林
の
保
護
育
成
富
三

一一

I
l
i
a
創
出
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
法
待
を
制
定
し
、
立
場
か
ら
、
国
有
林
経
営
の
機
情
縮
小
に
強
く
反
対
す
る

一

商

工

課

の

独

立

で

二

促

進

さ

れ

る

よ

う

要

望

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

も

の

で

あ

り

ま

す

。

ん

一

を

設

置

し

、

市

民

の

意

向

を

十

一

意

見

も

聞

く

中

で

慎

重

に

対

処

一

…

右

、

地

方

自

治

法

第

九

十

九

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

右

地

方

自

治

法

第

九

卜

九

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

窓

一

一
分
把
握
す
る
と
と
も
に
去
の

τよき
た

い

。

一

中

小

企

業

育

成

の

強

化

二

意

見

曹

を

提

出

す

る

。

、

見

容

を

提

出

す

る

。

一

一

-

一

一

一

昭

和

五

十

三

年

三

月

三

十

日

昭

和

五

十

三

年

三

月

三

十

日

一

一

問

商

工

と

観

光

を

分

離

す

一

ま

た

は

経

営

管

理

の

合

理

化

、

二

甲

府

市

議

会

甲

府

市

議

会

一

一

商

壁

量

果

華

こ

守

金

量

一

る

こ

と

は

、

時

宜

を

え

た

も

の

一

大

中

規

模

小

露

出

庖

対

応

策

一

一

内

閣

総

理

大

臣

、

大

蔵

大

臣

内

閣

総

理

大

臣

、

提

言

あ

て

ん

一

:

'

圃
3
=
4山
t
-
E
R
I
t
同ノ

da
--
4
4

一
で
あ
る
。
商
工
課
は
中
小
企
業
一等
、
き
め
細
か
な
指
導
を
積
極
二
労
働
大
臣
、
自
治
大
臣
あ
て

だ

一

間

十

カ

年

の

新

総

合

計

画

一

画

は

、

こ

の

議

決

君

主

後

に

一

一

の

多

い

中

で

商

工

会

議

所

と

史

的

に

行

い

、

あ

わ

せ

て

現

行

磁

一

r
i
!
1
i
!
1
l
il
i
-
-
i
F
i
s
-
-
-
、
l
i
l
i--、、
l
i
l
ia
--iiih

一

五

一

日

目

立

日

川

一

一

立

当

日

丘

町

均

一

生

刊

を

町

内

吋

淀

川

1
M
M一M
U時
十
日
!
日
日
時
間
一

M
R
M
j
Mは
問

江

川

市

山

吉

山

錦

町

川

引

い

針

転

別

れ

れ

れ

れ

ば

M
U一
障

害

児

教

育

一

行

コ

雲

の

考

え

は

一

寸

当

日

目

白

川

十

一
ま
た
実
施
計
固
と
財
政
規
模
は
一
て
、
毎
年
1
%の
増
加
を
見
込
一
者
保
護
の
具
体
的
施
策
に
つ
い
一
買
検
査
等
を
積
極
的
に
推
進
し
一
の
対
策
は
。
す
体
中
央
会
等
と
連
携
を
と
り
す
図
り
、
商
工
業
の
振
興
発
展
一
積
極
的
に
対
処
一
答
学
校
事
故
こ
つ
い
て
は
ず
法
に
つ
い
て
は
、
教
育
長
会

一

は

ね
釈

が

れ

れ

一ん

わ

れ

計

画

実

現

の

た

め

に

一

日

き

軒

下

保

護

の

対

策

と

一

取

お

む

担

当

h
は
J
U
M
M
U
M一
日

抵

抗

持

拡

川

一望
し
た
い
ω

一
関
陣
宮
児
教
育
に
つ
い
て
す
多
く
な
り
ふ
の
と
乙
ろ
一
を
通
じ
て
、
そ
の
制
定
を
ね
が

一
決
意
及
び
推
進
の
た
め
の
市
民
一は
、
私
は
不
退
転
の
遣
を
も

τて
は
、
号
、
試
し
、
行
動

τに
、
県
の
消
費
者
生
活
セ
ン
一
部
と
近
代
化
、
技
術
の
向
上
、
一
の
低
苫
信
用
力
の
弱
さ
な
ど
を
一
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
考
古
位
者
賠
償
と
安
全
会
法
に
額
一っ
て
い
る
。

一
参
加
体
制
に
つ
い
て
、
聞
き
た
一っ
て
職
員
と
一
体
と
な
り
宣
す
る
自
己
防
衛
型
の
消
費
者
デ
l
等

一

関

係

機

関

と

連

携

を

密

一

一

絞

殺

位

義

務

化

を

般

に

学

校

十

一

っ

て

い

る

が

、

安

全

会

の

見

舞

一

府

一

ぃ

十

今

度

の

患

の

特

色

は

一

日

訪

日

目

立

KAr一
向
肝
心
何
十
間
品
川
一
れ
れ

h
h諸
問

団

万

全

日

時

計

U
H
U
H抗
日

一

窓

口

の

一

元

化

一
市
民
生
活
の
あ
る
べ
き
盗
と
し
一の

意

向

を

的

確

に

把

握

す

る

た

る

べ

き

で

あ

る

。

特

に

視

力

障

一

ヨ

も

齢

、

甲
一
て
、

y
ピ
ぞ
二
一
マ
ム
を
設
定
一め

市

民

参

加

体

制

は

必

要

で

あ

害

児

に

対

し

て

、

障

害

児

教

育

一

現

状

で

は

困

し

た

と

と

で

あ

り

、

市

民

の

参

一

る

。

今

後

早

急

に

検

討

を

進

め

研

究

安

員

会

設

置

の

果

た

す

役

一

一

加
を
得
て
策
定
し
た
。
実
施
計
一体
制

を

確

立

さ

せ

た

い

。

訓

ま

何

か

。

一

間

窓

口

業

務

の

一

元

化

と

一

い

て

は

、

庁

舎

施

設

の

面

で

問

白

J
V
F
t

一
住
民
台
帳
の
整
備
を
図
り
、
住
一
題
が
あ
り
、
現
状
で
は
困
難
で

答

限

富

児

教

育

研

究

安

員

一

一

一民
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
べ
き
と
一あ
る
が
、
今
後
長
期
計
闘
の
中

会
は
、
市
内

(2) 昭和53年5月1日

質

問

一
般
質
問
は
、
三
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
土
屋
直
(
自
民
党
)
、

込
山
貴
雄
(社
会
党
)
、
堀
内
光
雄
(
公
明
党
)
、
石
丸
あ
き
じ
(
共
産
党
)
、
長
瀬
正
左
衛

門
〈
市
政
ク
)
の
五
氏
が
各
党
派
を
代
表
し
て
、
長
期
総
合
計
画
、
間
和
五
イ
三
年
度
予
算
の

内
容
、
水
道
事
業
対
策
、
中
小
企
業
対
策
、
教
育
行
政
等
を
中
心
仁
、
活
発
な
質
問
が
展
開
き

れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

り

市

民

参

加

の

体

制

確

立

で

総
合
計
画
の
推
進
を

ト」
h

水

道

事

業

の

赤

字

解

消

策

は

同
水
道
行
政
の
う
ち
、
特
一
る
。

に
赤
字
解
消
策
に
つ
い
て
伺
い
一

モ
の
財
源
を
水
道
料
の
み
に

た
い
。

一頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
水
道
財
政

答
荒
川
多
目
的
ダ
ム
建
設
一
に
と
り
、
赤
字
解
消
の
方
法
は

を
含
む
第
五
期
拡
張
事
業
も
一
三
料
金
値
上
げ
し
か
な
い
。

年
を
経
過
し
、
着
々
と
進
行
し
一

今
後
、
引
続
き
経
常
経
費
の

号
一
て
い
る
が
、
水
道
財
政
に
つ
い
一
節
減
平
水
需
要
に
あ
わ
せ
た
拡

7
一
て
は
、
不
況
と
冷
夏
、
暖
冬
と
一張
事
業
の
延
伸
な
ど
内
部
的
な

3
一
予
期
出
来
な
い
事
態
の
続
発
か
一努
力
を
極
力
し
て
い
く
考
え
で

第

一
ら
、

頼
り
に
す
る
水
道
料
が
伸
一あ
る
。

一
ぴ
ず
、
モ
の
う
え
に
事
業
進
行
一
赤
字
解
消
策
に
つ
い
て
は
、

一
に
つ
れ
、
多
額
の
借
財
に
よ
り
一近
日
中
に
、
水
道
事
業
に
対
す

-
ピ
ン
チ
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
一る
「
市
民
の
意
見
を
聞
く
会
」

五
十
二
号
線
の
早
期

整
備
改
良
に
努
力

国
民
体
育
大
会
主
会
場
の

誘
致
に
関
す
る
決
議

国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
第
四
十
一
回
同
民
体
育
大
会
が
、
昭
和
六
十
一

年
に
本
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
確
定
し
、
す
で
に
県
に
お
い
て
、
そ
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
と
と
は
、
県
民
ひ
と
し
く
喜
ぴ
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。国
民
体
育
大
会
は
、
国
民
の
心
身
の
健
全
な
発
達
と
、
明
る
く
盛
か
な
国
民
生
活

の
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
関
係
機
関
や
ス
.ホ
1
ツ
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、

全
県
民
の
総
力
を
結
集
し
て
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
成
否
に
影
響
が
強
い
主
会
場
者
早
く
決
定
し
、
モ
の
準
備
に
万

全
を
期
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

甲
府
市
は
、
山
梨
県
の
中
心
で
あ
り
、
主
会
場
か
ら
各
蹟
技
場
へ
の
交
通
の
利
便
、

宿
泊
施
設
、
大
会
役
員
や
公
開
演
技
者
の
動
員
、
終
了
後
の
施
設
の
高
率
利
用
等
、

す
べ
て
の
面
で
大
会
連
蛍
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
条
件
を
備
え
た
適
地
で
あ
る
と
確
信

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
「
国
体
は
県
都
で
」
と
い
う
客
観
性
か
ら
も
全
国
か
ら

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
、
県
に
対
し
、
以
上
の
点
を
考
慮
さ
れ
、
主
会
場
を
「
甲

府
市
」
に
早
期
に
決
定
さ
れ
ま
す
よ
う
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

右
、
決
議
す
る
。

昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
日

甲

府

市

議

会
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抗

日

町

長

引

左

MM

産

業

・
福

祉

・

教

育

に

一時

4
J日
目

村

山

M
M
A
M
L
M

論

議

集

中

一培

法

村

山

刊

日

当

訪

日

井

威

夫

込

山

貴

雄

L

一

-

は
決
し
て
不
用
額
と
し
て
残
す

一

-

-

7

j

r

r

?と。

一

風
間
良
興

原
田
正
八
郎
て

国
民
体
育
大
会
の
メ
イ
ン
一
っ
て
盤
湿
す
べ
き
で
あ
る
。

M
-
『

曲

聴

会

獄

一

円
商
工
費
〕
一
般
財
源
に
占
一ζ
と
の
な
い
よ
う
、
全
力
投
球

日

ト

日

当

日

日

一持

品

訪

日

誌

を

事

問

M
J
M
Mれ
れ

一
〔民

主

〕

本

年

保

育

行

政

立

合

同

校

法

一寸
す
れ
れ
{
等
の
拡
幅
に

武
川

和

語

一

る

の

で

、

早

期

に

決

定

さ

れ

る

一中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
一は
私
立
保
育
所
に
大
き
く
依
存
一駿
員
体
制
の
強
己
、
一
名
の
増
一つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
の
要
請

一ょ
う
、
今
後
ー
も
よ
り
精
力
的
な
一の
経
済
遮
鍍
を
考
え
た
場
合
、一
し
、
な
お
か
つ
多
数
の
末
措
置
一

ィ
ヵ

一を
待
っ
て
対
応
す
る
の
で
は
な

一

一

一

一員
で
は
、
真
の
商
工
対
策
が
で
一

年
六
月
着
工
、
昭
和
五
十
五
年
一
法
に
よ
り
、
財
政
再
建
を
行
む
一努
力
を

Z
乙
と
。

一都
市
近
郊
農
業
と
そ
れ
を
対
象
一児
童
を
か
か
え
る
な
ど
、
市
民
き
得
な
い
の
で
ま
な
い
か
、
ま
一以
仁
川
唱
的
に
対
応
策
を
講
ず

三
月
完
成
の
予
定
で
あ
る
。
一
な
け
れ
ば
起
債
が
許
可
さ
れ
な
一
一
補
助
金
及
び
交
付
金
等
の
一と
し
た
商
工
業
者
に
対
す
る
具
一
の
切
実
な
要
望
に
応
え
て
い
な
一

t

一

一

一

一

一

一

た
経
営
診
断
士
の
有
資
格
者
の
一
門教
育
費
〕

本
市
は
教
育
を

荒
川
多
目
的
タ
ム
に
つ
い
て
一
い
こ
と
に
な
る
。
本
年
の
同
割
合
一
見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
義
務
一体
的
な
施
策
を
寸
一
一
分
に
進
め
一
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
今
後
公
一

一

一

一

一

一

石

置

は

あ

る

の

か

と
質
し
た
の
一段
重
点
施
策
と
し
て
掲
げ
て
い

は
、
地
元
と
の
締
償
問
題
が
完
一
五
十
三
年
度
九

・
一
係
を
予
想
一
的
経
質
は
別
と
し
て
も
、
任
意
一な
い
と
、
市
税
収
入
に
も
大
き
一
立
保
育
所
を
新
設
す
る
な
ど
し
一

-

全
に
解
決
し
て
い
な
い
が
、
当
一
し
て
い
る
の
で
、
一
応
の
健
全
一
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
喜
一な
影
響
が
出
て
く
る
の
で
、
土
て
こ
れ
に
量
的
に
対
処
す
る
百
引
い
立
山
門

M
R
U
Uれ
れ

咋

刊

誌

初
予
定
し
た
間
和
五
十
五
年
主
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
し
か
一性
、
補
助
効
果
な
ど
の
迫
跡
調
一後
よ
り
積
極
的
に
そ
の
振
興
を
一霊
山
は
な
い
か
と
質
し
た
の
に
す
不
況
ま
長
田
化
し
、
か
つ
て
一る
か
、

と
質
し
た
の
に
対
し
、

成
が
若
干
お
く
れ
る
見
込
み
で
一
し
、
現
状
の
よ
う
な
地
方
財
政
一査
を
し
、
目
的
が
達
成
さ
れ
た
一図
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と
。

一対
し
当
局
か
ら
、
五
十
三
年
度
一
I

J

V

J

一

一

一

一

一

て

の
高
度
成
長
は
、
望
み
得
な
い
一五
十
一
年
度
決
算
指
数
の
う
ち

あ

る

。

一

の

実

状

だ

と

こ

れ

だ

け

で

は

律

一も
の
無
益
或
は
不
当
補
助
と
思
一
一
緑
化
推
進
の
具
体
的
計
函
一は
、
市
西
部
に
一
か
所
保
育
所
一

一

一

一

一

一

一情
勢
下
に
あ
る
た
め
、
商
工
課
一教
育
費
に
お
い
て
は
、

一
般
財

上
水
道
第
五
期
鉱
盗
事
業
に
一
し
き
れ
な
い
面
も
あ
る
が
、
で
一わ
れ
る
も
の
等
に
つ
い
て
ま
、

一が
策
定
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
建
一を
新
設
し
、
ま
た
新
総
合
計
画
一

一

一

一

6

一

、

一

、

、

τの
分
援
泣
立
に
際
し
て
厳
し
い
一源
に
占
め
る
割
合
は
、
甲
府
市

間
市
長
任
期
の
段
終
年
次
一
甲
府
刑
務
所
移
転
に
つ
い
て
一
つ
い
て
は
、
荒
川
ダ
ム
と
の
関
一
き
る
限
り
抑
制
し
て
健
全
書
士
定
の
基
準
を
設
け
る
な
ど
し
一築
物
が
直
開
化
し
て
し
る
現
状
一

の
な
カ
で
ニ
カ
所
の
一経
済
情
勢
を
認
識
し
、
創
意
と
一
一
九

・
七
%
類
似
都
市
二

0
・

時

十

日

明

ヨ

河

川

一民

間

位

協

同

日

日

目

一

円

辺

訪

日

目

的

一

維
持
し
て
い
く
。

一て
、
乙
の
際
勇
気
と
蓄
を
も
一日

付

伝

説

訪

れ

一

E
す

を

計

画

し

て

い

百

汚

日

よ

っ

て
対
応
し
一約

百

四

銭

円

時

諮

問

七

四

一
れ
れ
れ

ば

日

は

い

並

立

号

な

い

点

も

出

て

一

。
限

ら

れ

た

財

源

で

一日

祝

日

訪

問

主

要

望
れ
れ
か
主
な

要

菅

川

口

M
M
d駐
日

計

駐

日

付

う
か
伺
い
た
い
。

一予
算
措
置
が
五
十
一
一
一
年
度
で
あ
一
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

一

ト

一

組
え
る
な
ど
一
大
観
光
地
と
す
一

容

一
新
規
事
業
で
あ
す

専
門
的
研
修
を
行
い
、
モ
の
一て
い
な
い
が
、
内
容
的
に
は
従

答
大
型
事
業
と
公
約
実
現
一り

、

市

も

い

ま

九

億

円

の

予

旦

重

富

も

大

暴

露

呈

最

大

の

効

果

。
に

努

力

一

る
よ
う
な
遣
に
つ
い
て
も
検
一

る
老
人
福
祉
活
喜
一育
成
を
図
っ
て
い
く
。

一来
商
業
高
校
特
別
会
計
に
繰
り

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
完
一を
提
案
し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
一
関
係
施
設
省
下
順
調
に
進
ん
一

:

一討
し
て
ほ
し
い
。

一

内

置
に
際
し
て
は
、
設
一
〔
土
木
費
〕
主
に
次
の
よ
う
一出
し
て
い
た
二
億
円
相
当
高

了
し
、
草
す
る
と
い
う
姿
勢
一が
決
ま
り
順
調
に
進
め
ば
、
本
一で

い

る

。

一

問

自

国

が

景

気

量

の

一

算

を

編

成

し

た

の

で

は

な

い

。

一
一
住
民
の
自
治
意
識
を
よ
り
一

'E
J設
け
に
で
す
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

一転
建
設
完
了
に
伴
い
、
善

行

で
あ
る
が
、
た
だ
一
つ
動
物
園
一

一
た
め
、
大
型
公
共
事
業
予
算
を
一
勿
論
国
の
吸
気
浮
揚
策
に
乗
っ
一事
す
る
た
め
の
努
力
を
し
、

一

の

の
公
平
イ
明
確
イ
」

一

公

営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
一致
費
の
中
に
上
積
み
さ
れ
た
の

の
移
転
だ
け
が
着
手
で
き
ず
に
一

公

債

費

率

九

・

一

筋

で

一

組
み
、
公
共
事
業
の
拡
大
聖
図
一
た
と
い
う
乙
と
は
事
実
で
あ
る
一行
政
の
責
任
分
野
と
市
が
な
一

E
期
し
て
い
く
E
と
。

三て
は
、
今
後
さ
ら
に
増
大
す
る
一で
、
逐
次
充
実
が
悶
ら
れ
量

残
さ
れ
て
い
る
。

ζ

れ
は
い
ま
一

一

っ

て

き

て

い

る

が

、

地

方

行

政

一

が

、

そ

の

内

容

は

、

財

政

の

健

一す
べ
き
ζ

と
を
明
確
十
て
市
一

査

一

老

人
健
康
ワ
ン
す
民
芸
に
応
え
る
べ
く
そ
の
一点
施
策
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
予

ま
で
の
構
想
と
興
っ
た
即
ち
現
一

一

は

住

民

要

求

に

基

づ

い

た

運

営

一

全

性

を

確

保

す

る

配

慮

を

し

な

一政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
と
と
一

1
4
、
現
在
健
康
管
豆
を
図
る
こ
と
。

一算
で
あ
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま

在
で
の
近
代

昭
和
五
十
=
一
年
度
一
般
会
計
及
ぴ
特
別
会
計
(
九
会
計
)
予

算
案
吾
、
付
託
さ
れ
た
予
算
特
別
姿
員
会
は
、
三
月
二
十
日
か

長
ら
二
十
八
日
ま
で
の
間
七
日
に
わ
た
り
、
慎
重
に
審
査
し
た
結

伊

川

果

、
原
案
を
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

I

刊
・

1

審
査
に
あ
た
っ
た
特
別
委
員
及
び
、
審
査
経
過
の
概
要
は
、

土
次
の
と
お
り
で
す
。

委

員

長

土
屋

直

副

委

員

長

内

輝

頭

一

主

な

要

望

意

見

委

員浅
川
朝
治

郎

石

川

遣
問

総

括

間

質

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

見
通
し
は
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員同、審ず日本基
長長次査れま構本
のにもで懇構

早小とあ異の・想
川河おた議七条並
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図平す特当に等条
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員案り件買IJ
及を、を委
び可慎、員
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経し査日付
過たしか託
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要 果十た
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作一雄市夫芳
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い図のたて
にて密他。行
入は館の う
れ、司要べ
ら本曾望 き
れ計の事 だ
て画身項 と
いの分と 要
な中保し 望
いで障て し
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要ニ急 で
望とに中早長
し。実学急年
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た 方食討索
。 向にす事
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討てとあ
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昭
和
五
十
二
年

九
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十
二
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定
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会
で
採
決
さ
れ
た
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、て のぶ て年 め順 ずと到提市た来懇甲
論 都私グ 以入方と基 す逮と民めの設府
磁 市たう 降口にシ本 るすしのに市定市
の 像ちる ののつピ構 もるて最 、民に 新
中 ののお 人定いノレ想 の都、低 y 生つ総
心 定まい 口五百てミ策 で市昭生ピ活い合
と めちの 間性 ニ定 あ像和活ノレをて計
な 方・心 題と マま りを六基ミよは画

Jニ品川，.-.JI・ ~:;J J'...:..!I 0， に甲で に六 ムで ま定十準=り、2
つ府む つ十 のの すめ二)マ高本基

釜本構想と条例を'擁する特別委員会 手 い。す い こ 定手 。よ年をムめ市*

脅奏者警高宮教 界! 豊里3Z苦言名手男華人 2警兵品需需?自2し主筆者2者号22F
、開らは催で育 !!i 業あるくの会説ーの年口のはら慮の家トも本か。し百三目求民のっ
そ連れ、にあ・ デ 』・ りる産 、中は明万政問問 意、をし行の数短構し たの十、め代アい
れ警る英伴り文 盛邑 竜の業乙で、が七策は題見多参な局窓もか娠、 旨 y 三こ、表ンて
に業の太い、化 主主 ー 成でがれ人本あ千を Aにが少考い政見 4'く喜委 のピ項れそ及ケは
基のでな、まの 品、 '- に、なはり市つ人進間つあのにも 6の td:、定員 説ノレ目にのぴ 1

三塁5E喜て貫 工:z.雪22喜Z事Et竺霊22詰主z霊EしょE ZE 票;zE Z再hE 
た等設負場山が '.ι 'コ 注はとを率周に定人、はし点基あをはまのにり あマえサら家各三
塁霊長聖露首ま ま !ii ぞ品展 2さまfE E喜与九2毒 RE占宍 zqヰ 2主ベ千里s自工
は館市 意の計 有 !ii 財財策ωな市つ (1)要ま。たベ発ら発りがチ市の 摘るが長亨Eτ天
か区内図見中薗 二:E 両 政政定 が民て 望しづ。き鹿い展本あフと政都し政る的想性。口
会三舎がにを ・コ 訂 の計さ行ら参は各したく次だをがに市りレし治市ま策のにさのまの
計館カ館あ盛樹 Z 維闘れ財実加 、種まがりいと印あ対のま 1て経像しをで本れ 背た流
画を所のりり立 〈 持をた政施組策事 L 、施での象るし今しズふ済にた樹、市 、荘、出

高富長室f詰Ed 言霊童型Z号室警ち車禁白百3五5E5Z Z土R。手合交足首手E
示し設にたべ暫 ' めに構のこ中程推 事打つがる市徴で 、るし化て ベの口 ζ のニぐ
さ」すつ。き総 るた想変とでと進 項ちのあもののの委といのは き定滅と人年ベ

2実22 2許 i長Z語。書Ez 五5432禁R需Ea t z王 E25q長官き
ヒ三Ji.I;J:ーの画 。全りに し、た くれちしす的き的よ明ヅ都県 指図な将が降あ

区区組 と苑通 糟 て有老の水 る標るよと営六 lllI穫に事面り館は たとの暖た

皇写真量。EZ塁手 !!i 包実霊室主主きま2品長主主子 託 手尺 2警員会喜一幕。喜美雇於
の定行整 のわの、 iij 魅 た率のに害事要二、の明建年、 1 住 る市の比す員設業文 う、設委

31z喜望22震活唱 しi夫Zf震重警T喜R長吉宅喜環み ききて守主主Z護法きEZ塁
±己主主主音尺高 力ノJ EL雪Eq哲f五区長 kZ矢5 境よ 語話番E苦手厚E重主著ER
23高三手ム翌2 のと ポ号E2需R号車tt室主EE のい を皇室h-E票55T完毒富
喜一sE E宗主て 手 目 盟三fLfE 宇zE量22q ま i!i ム雪雲苦言語2塁Ef警護寄
れと得善策市 ズる 私 担 さ行つつ地 りて所園 き業の 私 !tj 圏在な将 さあ二一特
まなが告を E農に中 ~ I!i れにてた回公ま進を三公た推整 弓 iil で考け来亙れ旦 1: 
しど得行樹密葬すで づ 訴 ま移はが地酒しめ建カ図い進備 づ w 見えれ的極ま台老高 後
た~らい立性 σ る、 プ 市 L し、、の1:<たて設所に。をは J らるばに tilし記入福 一

貫2-kz E E霊 i ちご菌2f官。tk止日産品 く 2失222弓R2詰霊
会古里霊tRe誇 り E22Et 名君雲EE揺 り き7日空君主5皇震
設!?izj affj長野515 2;詰:お25
さこ所改政本 l 示実たま基あせカ公い事 担各状えは 閲の方方

とるみ過資き条貸 おとに木のの成育体に木 しでの 1確指ス会会 り実たれ要参策 旨りのるてに

す言語号E官官ZZZ主主喜護てZて主 RZEf一首z冥幸子害者ZfF2fZg52日R号;ER
喜重言語竺字害虫ET習を票直撃2雪JE育事完震費E皇最品長2E弓三 ?:22EE三2霊詰5てE
片つしまるつー小ま、措らるさをた、、閥化 案をを的保設局にボ く対人考をは正に岳応つ実社

f当主た宍RE望主主意2222品2票EZの 2蓄主主毒量襲日; お雪量2号占ZR言宗て宮高
ち震品RMR霊塁。襲撃れ君t害問条fす22J草壁tzz 君E122付日日霊長
案型ひ審た零す闘 のる保、基たをくがgび 可もたグ制実て、審 が的応、が社いたい、計で活
すこ査融制る資 とこ護樹司書も形り一定樹 決のめノレの守、社値 あにじそ霊会対。くよ回あし

語2〔合宕皇量za2甫3 手等量量き員〔録 ま要三五EZEZ22出量高三五色積五22EZJよ息Z
自道連屋回入学 雲々府身員室翁内熊甲民 総 択 誇 発 i資はるにののか三域るで度よ罷 道完で お道 道

iiiiE1)iz;臨時irifiE !?Fiiui出ifZ?言語ii321;fff
j、?置なす与 2護空喜E会ま皇室 議室会 2 1 人号室Zま常詰聖聖霊?言 語 k詰号室 主ZztfEEz z E会 ?占皇軍最著書 )童25毒 願 iJ、業望。霊22警PE干先 片言号富星き

議

沢

茂

市

村

鋼

男

塩

野

蛮

明

早

川

武

男

柏

原

保

幸

小

林

匡

蚕

員

石

丸

島

幸

じ

内

陣

秀

治

清

水

清

冨

し
あ
わ
せ
と

1
:
i

ー
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

請
願
・
陳
情
の
処
理
状
況

シ
ビ
ル
ミ
ニ
てず

L、
の

達

成

を

目

指

す


